
　一見強面でしたが、人懐っこさも持ち合わせていた、前・関東グラビア協同組合理
事長の川田善朗氏（故人）が、二十一世紀を迎えたある日、お一人で小社事務所を訪れ、
毎月発行している組合機関誌の編集制作を委託したいがどうかと、こちらは断わらな
いであろうし、断れないだろうという自信に裏打ちされた、本当に真摯な打診があり、
2001年 1 月号からリニューアルし、GPJAPANの編集を担当することになりました。
途中、VOC排出削減に関する別冊を 1 号出したため今月号が二十一年と三カ月の
256冊目となります。
　若い組合員の方は理解されているかどうか定かではありませんので、おさらいにな
りますが、GPのGはご推察の通り“Gravure（グラビア）”ですが、Pには“Printing（印
刷）”と“Packaging（パッケージング）”の意味が込められています。今日では、GPと
言えば、日印産連のグリーンプリンティングがポピュラーですので、GPJAPANのG
には“Green”の意味も追加してもいいのかなとも思っています。今は 4次・ 5次値
上げの非常に厳しい最中、しかも国際秩序が崩壊するかどうかの瀬戸際にありますが、
グラビアには、本来、印刷だけではなく、パッケージング（パッケージング以外に建
装材やコーティングも含まれるのかもしれません）という要素も加わってきますので、
非常に複雑な世界（消費者と対峙する社会）で皆さんお仕事をされているので、
Printing と Packaging の 2 文字を何とか題字に活かしたいとあれこれ悩んだ挙句、
GPJAPANに落ち着いた次第です。
　巻頭言は、各単組が持ち回りで、当初は岡山県にも単組がありましたので、 9 単
組持ち回りで、各地域の現状や課題等について報告してもらえれば、全グラ内での活
字コミュニケーションが涵養され、書き手の性格や考え方を広く組合員や賛助会員に
理解してもらえるのではと安易に考えていましたが、なかなか上手くはゆかず、毎月
書き手を探す事務局のご苦労と、困ったときには田口 薫会長に執筆のご苦労をおか
けしたのではと推察いたします。かくいう私も、前専務理事の村田英雄さんから巻頭
言の執筆依頼を受けたのをきっかけに、いつの間にか、安永研二副理事長の次の号が
定席となってしまいました。ですが、ご安心ください。着実に変化の兆しがあります。
皆さんも実感されているように、ここ数年、巻頭言の書き手が増えてきています。し
かも、やはり経営者として、理事長や理事としてしっかりとした内容のものが多く、
参考になるものばかりです。この流れを止めずに、臆することなく、場数を踏み、
GPJAPANでのアナログコミュニケーションを盛り上げていきませんか。
　私事ですが、この 3 月号発行をもって月刊誌「コンバーテック」の編集長を退く
こととなりました。GPJAPANの巻頭言担当もこれが最後となります。一年に一度で
したが、拙文にお付き合いいただき、本当にありがとうございました。

巻頭言
二十一年と三カ月の256冊目に

「コンバーテック」編集長

 川上幸一
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組合員・単組の近況
関東グラビア協同組合青年部

৽य़ڭޱࢁतηϛφʔ։࠵ɺ����ܹมͱͳΔ1
環境対応製品「LIMEX」も紹介

報告者：関東グラビア協同組合青年部　音羽印刷㈱　佐藤健太

　2022年 2 月 2 日（水）、関東グラビア協同組合青年部（阿部孝司部長）は、WEB による
2 部構成のオンラインセミナーを実施しました。第 1 部では、ソーダニッカ㈱の大木様、㈱
TBM の坂上様による環境対応製品「LIMEX」の紹介をしていただきました。第 2 部では、毎
年恒例となった、新春山口教授セミナーが開催されました。今回のセミナーも新型コロナウ
イルス「オミクロン株」の強力な感染力を考慮し、感染防止対策として集合は幹事のみとな
りました。

環境対応製品「LIMEX」
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新春山口教授セミナー
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山口義行名誉教授
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セミナーを通じて
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参加者の皆さん
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参加者の皆さん
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サカタインクス、「2030年30%へのチャレンジ」への賛同表明
　サカタインクス㈱は、（一社）日本経済団体
連合会の掲げる「2030年30%へのチャレンジ」
への賛同表明をした。
　「2030年30%へのチャレンジ」とは、経団
連が2020年11月に公表した「新成長戦略」に
おいて、サステイナブルな資本主義のカギとな
る多様な価値の包摂と協創に向けて「多様な
人々の活躍促進」への取り組みを加速させるた
めに掲げた目標。具体的には、「2030年までに
役員に占める女性比率を30%以上にする」こ
と。同社グループは、昨年2月に発表した長期
ビジョン「SAKATA INX VISION 2030」にお
いて、「あなたと、つくる、価値ある、あした」
をキャッチフレーズとし、「新たな領域への挑
戦によって“イノベーション”を生み出し、“地

球 ”にやさしい技術で、“人生 ”を快適かつ豊
かに彩り、世界中に笑顔があふれる未来を創る
企業」をビジョンとして掲げている。同社グル
ープの持続的な成長には多様な人材の育成と活
躍が不可欠であり、そのために労働環境の整備
や組織風土の改革など、さまざまな取り組みを
推進している。今回の「2030年30%へのチャ
レンジ」への賛同を機に、ダイバーシティ＆イ
ンクルージョン推進の取り組みをさらに強化し
ていく。

阿部孝司青年部部長
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【基調講演】
コロナをチャンスに！地域から輝く日本へ
� フリーキャスター・事業創造大学院大学客員教授

伊藤聡子氏

新型コロナウイルスで変わったこと
ɹ৽ܕコϩナΠϧε͕ͨΒͨ͠Өڹʹ͍ͭͯ、

ҏ౻ࢯ、「͜Ε·Ͱຊੈք๊͕͍͑ͯͨ՝

ͷղܾΛΊͨͱ͑ݴΔɻຊͷҰ൪େ
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ൺͯຊҟৗͩɻͳͥ͜͏ͳ͍ͬͯΔʹࠃ

ͷ͔ͱ͍͏ͱ、౦ژʹԿ͔͕ूத͍ͯ͠Δ͔

Βɻ౦ژͷੜ׆ʹֻ͓͔ۚΔͷͰ、ܾͯ͠๛

͔ͳੜ׆ΛૹΕ͍ͯΔΘ͚Ͱͳ͍ɻ݁ࠗͯ͠

、ʹಇ͖ͰԿͱ͔͍͔ͬͯͳ͍͚ͯ͘ͳ͍ͷڞ

ঁੑࣄΛऔΔ͔、ڙࢠΛऔΔ͔ͷೋऀҰ͠

͔ͳ͍ঢ়گɻ౦ژҰूۃத͕ଓ͘ݶΓ、ਓݮޱগ

ࢭ·Βͳ͍ɻͱ͜Ζ͕、৽ܕコϩナΠϧεʹ

ΑͬͯςϨϫーΫ͕ܧଓ͞Ε͓͔ͨ͛Ͱ、౦ژͷ

ਓ͕ޱॳΊͯݮগͨ͠ɻ㈱ύιナάϧーϓͷΑ͏

　（一社）日本印刷産業連合会は、印刷産業の事業領域の拡大を目指し、印刷会社が
取り組む地方創生・地域活性化情報コミュニケーションサイト「じゃぱにうむ」をプ
ラットフォームに、全国の印刷会社が取り組んだ地方創生・地域活性化の好事例を収
集し、共有する取り組みを行っている。2022年 2 月16日に公開された、「じゃぱにう
む2022―印刷産業の地方創生事業事例発表会―」の YouTube 動画（https://www.
jfpi.or.jp/topics/detail/id=5254）では、全国の印刷会社6社が各地域で自社の強みを
活かして展開している事例を紹介している。基調講演にフリーキャスター・事業創造
大学院大学客員教授 伊藤聡子氏が、事例発表には東海グラビア印刷協同組合の杉山
真一郎理事長（富士特殊紙業㈱）らが登壇したので、ここで紹介する。

ʹ౦͔ژΒຊࣾΛҠస͢Δಈ͖ग़͖ͯͨɻ౦ژ

Ͱಇ͍͍ͯͨ৽͍͠ਓͨͪͷ৽͍͠ઢ͕Ҭʹ

ೖΔ͜ͱͰ、ͦΕ·ͰҬʹ͋ͬͨͷ͕৽͘͠

ۀࣄنΔ、৽͍͠ઢ͕ੜ͔͞Εͯ৽͑ݟً͍ͯ

͕Ͱ͖Δ、ޏ༻੫ऩ͕૿͑Ε、ΑΓॅΈ͢

͍֗ͮ͘Γ͕Ͱ͖Δͱ͍͏ྑ͍॥͕Ͱ͖Δɻ෭

ि2Ҭͷ、ۀاͷژΑͬͯि�౦ʹۀ

తʹͳ͖ͬͯͨɻ࣮ݱͱ͍ͬͨଟ༷ͳಇ͖ํۀا

͜ΕʹΑΓ࿑ಇྗෆղܾʹ͔͏͔͠Εͳ

͍」ͱ͢ɻ·ͨ、ւ֎ґଘ͕େ͖͍ຊͰ、

αϓラΠνΣーンͷੇஅϦεΫʹΑͬͯࠃճؼ、

ϦεΫࢄͷͨΊʹํͷ৽͍ٕ͠ज़Λͭ࣋தখ

Ίͨͱ͢ɻ͖͕࢝ʹۀا

SDGsを前提に新しい資本主義を追求
ɹ「ۀاͷࡏΓํେ͖ͳసظΛܴ͑、རӹ

େ͕ͩࣄ、ͦΕ͚ͩͰͳ͘、ΈΜͳ͕ͤͰͳ

͍ͱࣾձࡁܦճΒͳ͍ɻ4%(TΛલఏʹͱΒ

͑ͨ৽͍͠ࢿຊओٛͷ͕ٻඞཁɻ4%(TΛલఏ

ʹ͢ΔͨΊʹҬͱͷؔߏங͕ඞཁͱͳ͖ͬͯ

フジトク、大分県玖珠町のお土産包装に
水性グラビア印刷

じゃぱにうむ2022―印刷産業の地方創生事業事例発表会―
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じゃぱにうむ2022―印刷産業の地方創生事業事例発表会―

ͨ」ͱҏ౻ࢯɻ

ɹ4%(Tʹ͓͍ͯҰ൪େࣄͳͱͳΔͷڥ

Ͱ、͕ڥ͑ΒΕͯॳΊͯզʑͷࣾձ͕Γཱ

ͪ、ࣾձ՝Λղܾͯ͠、͕ࡁܦΓཱͭɻͦ͠

ͯ、コϩナγϣοΫ͔Βͷࡁܦճ෮ʹ͋ͨͬͯ

ૉԽಉ࣌ʹਐΊΔ͖ͩͱ͍͏ʠάϦーンϦ

ΧόϦーʡͷํ͑ߟϤーϩούΛத৺ʹग़͖ͯ

ͨɻ$02ݮҰ͕͚ͩۀاऔΓΉͷͰͳ͘、

αϓラΠνΣーンશମͰΧンτ͢Δಈ͖ʹೖͬ

͍ͯΔͱ͍͏ɻ

地域の学校や企業とコラボで事業を拡大
ɹҏ౻ࢯ、ΞϑλーコϩナͷΩーϫードͱͯ͠、

コϩナͰͯͦ͠、「ੜՄΤωϧΪー࠶」「ڥ」

͠ײ࣮ ݈、ͷେ͞「߁݈ͨ」 Δ「৯」「ະ͑ࢧΛ߁

ප」ͳͲΛ͛ڍ、Ҭʹ͜͏ͨ͠Ωーϫード͕

΄ͱΜͲଗ͍ͬͯΔͱ͢ɻ͜͏ͨ͠Ωーϫード

ͷԼ、ւҬͷݯࢿΛ͍、Ҭͷֶߍۀا

ͱコラϘϨーγϣンͯ͠4%(TͷඪΛղܾͰ

͖ΔΛ作ͬͨ、ډञνΣーンͷ㈱ゲイトͷ

Λհͨ͠ɻྫࣄ

ɹҏ౻ࢯͷઆ໌ʹΑΔͱ、ਫ࢈ͷՁ֨ߏͰ

ੜऀ࢈ͷड͚औΓͷׂ߹��ˋ、�ׂ͕தؒ

ϚーδンͰ、ࡂコϩナͷΑ͏ͳ͜ͱ͕͋ͬͨ

߹、தؒϚーδン͕ߴಅͯࠞ͠ཚ͢Δɻͦ͏ͳ

Δͱੜ͕ऀ࢈ड͚औΔֹগͳ͍··ʹͳͬͯ͠

·͏ɻήΠτͰ、コϩナҎલ͔Β͜͏ͨ͠αϓ

ラΠνΣーンʹ՝͕͋Δͱ͍ͨͯ͑ߟɻͦ͜Ͱ、

ͷڠړͷࢢ۽ɾࢢඌݝॏࡾͰॳΊͯۀا֎ݝ

߹һʹͳΔ、ੵۃతʹ͕ࣗͨͪੜऀ࢈ͱͭ

ͳ͕Δ͜ͱͰαϓラΠνΣーンͷϦεΫΛݮΒ͠

ͯ、҆৺ɾ҆શͳௐୡͱҬੑ׆ԽʹऔΓΜͰ

͍Δɻ

ɹ「΄ͱΜͲͷڕ͕͍、αΠζ͕ଗͬͯ

͍ͳ͍ͷཧ༝ͰࣺͯΒΕ͍ͯΔͷ͕࣮ݱɻ͜͏

͍ͬͨͷΛ౦ژͷډञͰఏړ、ͯ͠ڙଜͷஔ

͔Εͨঢ়گΛؚΊͯফඅऀʹ͍͑ͯΔɻͦͷଞ

ͷۀࣄͱͯ͠、ブΠͷԼʹΧϝラΛೖΕͯޮ

、ͷઓۀړͰ͖ΔΑ͏ͳεϚーτ͕ړ͘ྑ

ҭπΞーɾϫーέڭT)%4ܕݧେਓʹମڙࢠ

ーγϣンΛఏ͍ͯ͠ڙΔɻધʹ8J�'J 、උͰ

Λ͑、コϩڥΛͯ͠ΓΛͯ͠ྑ͍ࣄ

ナՒͰਓͨͬͩؾ」

ɹ·ͨ、ࣺͯͯ͠·͏ڕΛϖοτϑードͱͯ͠

༻ͨ͠「ೣ͝Μ」Λ作ͬͨͱ͜Ζ、ͪ͜Βコ

ϩナՒͰͷϖοτブーϜ૬·ͬͯωοτൢചத

৺ʹചΕ͍ͯΔͱ͢ɻ

変化を創造し、イノベーションを起こす
ɹҏ౻ࢯ、「มԽͷྔ࣭͕େ͖͘、εϐード

͕͘、কདྷΛ༧ଌͯ͠ܭըΛཱͯΔͷ͕͘͠

ͳ͍͖͍ͬͯͯΔɻۀքͷ͕͍۠͋·͍ʹͳͬ

͖ͯͯ、ϧーϧʹറΒΕ͍ͯΔͱਰୀ͍ͯ͘͠ɻ

ͲΜͳ͜ͱʹઓ͍͔ͯ͠ͳ͍ͱ͍͚ͳ͍ɻ͜

ʹオーϓンΠϊϕーγϣンͰಘҙ࣌͏͍͏

Λͭͳ͛ͯ、ଟ༷ͳ͕ؔऀଟతʹ࿈ܞɾڞ

͋͠͏॥ମ੍Λ作͍ͬͯ͘ɻ͔ࣗͨͪΒม

ԽΛ͢ΔۀاʹͳΔɻ͓٬༷ͷχーζʹνϟ

ンε͕͋ΔͷͰઐ門ʹͩ͜ΘΒͣ、χーζʹԠ͑

͍ͯ͘ɻͦͯ͠Կ͔ͱԿ͔͕ࠞͬͨ͟ͱ͜ΖʹΠ

ϊϕーγϣン͕͖ىΔɻͲΜͳۀքͱ͖߹͍

͕͋ΔҹձࣾͷڧΈΛੜ͔ͯ͠、օ͞ΜͷྗͰ

Ҭੑ׆ԽΛਤ͍͖͍ͬͯͨͩͨ」ͱޠΔɻ

ɹ͜͏ͨ͠มԽΛࣗΒ͠、ΠϊϕーγϣンΛ

αーϏεΛ͍ͭ͘ల։͍ͯ͠Δͷ͕長ͨ͜͠ى

野県伊那市ɻҎԼʹऔΓΈΛհ͢Δɻ

・ゆうあいマーケット
KDDI ㈱ͱ㈱ゼンリンͷྗڠͷͱʹ、ドϩー

ンʹΑΔങ͍ૹαーϏε「Ώ͏͍͋Ϛーέο

τ」Λ࣮ࢪɻέーブϧςϨϏͷը໘͔Β品Λ

จͯ͠ࢧ͍έーブϧςϨϏར༻ྉͱҰॹʹࢧ
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͏͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ品、Ҭૹڌ点͔Β࠷

Ͱૹͯ͘͠ߦΓͷެຽؗドϩーンཱ͕ࣗඈد

ΕΔɻެຽؗड͚औΓʹ͍͚ͳ͍ফඅऀʹϘ

ランςΟΞ͕ૹͯ͘͠ΕΔɻ

・臓器モデルの制作・販売
ɹ「͔ΜͯΜͺͺ」Ͱ͓ͳ͡Έͷ伊那食品工業㈱、

�%ϓϦンλーͳͲΛ׆༻ͯ͠ઃܭࢼ作Λ͏ߦ

㈲スワニー、伊那中央病院͕࿈͢ܞΔ͜ͱͰ、ҩ

ऀ͕τϨーχンάͰ༻͢ΔଁثϞσϧΛ͠ܗ

ൢച͢Δͱ͍͏ϏδωεϞσϧ͕Ͱ͖ͨɻ「ैདྷ

ಈͷଁثΛߦͯͬΘΕ͍ͯͨτϨーχンάͩ

͕、ྉ͕ۚඇৗʹ͘ߴ、ಈΛࢮͳͤͯ͠·͏͜

ͱʹ͕͋Δͱ͍͏͜ͱͰ、εϫχー͕�%

σーλͰଁثΛղੳͯ͠�%ϓϦンλーͰϦΞϧ

ͳଁثΛ੍作ɻ͜͏͍ͬͨͷ࿅श͕ඞཁͳͷ

Ͱશࠃͷ͓ҩऀ͞Μ͔Β͞Ε͍ͯΔɻ͜ͷଁ

Δͷ͕ҏಹ৯品͍ͯ͠༺ͱͯ͠ࡐϞσϧͷૉث

ͷפఱɻϦΞϧͳײ৮ͷଁثΛ作͍ͬͯΔɻۙ࠷

Ͱ݂Ϟσϧ作ΒΕ͍ͯΔɻ݂ʹബ͍ບ

͕͋ͬͯͦ͜Λ։ͯ͠͡Ί݂ͯͷखज़͕Ͱ

͖Δɻ͜ͷບͷ部Λҏಹ৯品ͷૉࡐͰ作͍ͬͯ

Δɻ֤͕͍ࣾۙͯ͠ΔͷͰࢼ作品͕ग़དྷͨΒ、

͓ҩऀ͞Μʹײ৮ͳͲΛ͔֬ΊͯΒ͍、͙͢ʹ

վྑͰ͖Δͷ͕ϝϦοτ」ɻ

【事例発表】
童話の里 玖珠町物語・豊後森 機関庫物語

富士特殊紙業㈱（愛知県瀬戸市）

玖珠町、曉雲福祉会、フジトクが共同で商品
開発
ɹେۢݝ

͘

च
͢

ொ
·ͪ

、ࣾձࢱ๏ਓᐁ
͗ΐ͏

Ӣ
͏Μ

ࢱձ、࢜

ಛघۀࢴ㈱（ϑδτΫ）͕ڞಉͰ品Խͨ͠Ϋο

Ωー「๛
ͿΜ

ޙ
͝


Γ

ͷ։ൃഎ「ޠचொۢ」「ޠݿؔػ

ਅҰ͕ࣾհͨ͠ɻࢁͳͲʹ͍ͭͯ、ਿܠ

ɹҬΛද͢Δ͓࢈

品Λ作Γ͍ͨͱ͍͏ۢच

ொͷཁΛड͚、ᐁӢ

αーϏεࢱձͷোࢱ

ॴ「Οンド」Ͱোۀࣄ

͕͍ऀͷํ͕ຖম্͖

͛ΔΫοΩーͷύοέー

δΛϑδτΫͷਫੑάラ

ϏΞҹͰͨ͠ɻύοέーδͷσβΠンʹ

ۢचग़ͷಐ作ՈཹٱౡࢯͷΠラετ๛

ྀɾো͕͍ऀڥ、͠༺ͷࣸਅΛݿؔػޙ

ԉͱொ͓͜͠ͷ�ͭͷऔΓࢧޫ؍ԉɾۢचொͷࢧ

Έʹͭͳ͕Δ品։ൃΛ࣮ͨ͠ݱɻ

ɹϑδτΫͰҎલ͔Βभํ͔Βͷब͕ऀۀ

ଟ͘、ۢचொग़ͷࣾһࡏ੶͢Δɻ͜͏ͨؔ͠

ରԠڥݙߩ͘ଓ͘தͰ、「ࣾͷҬ͕

ձ༷ΑΓ͍߹ΘͤΛ͍ͨͩࢱӦΛΔᐁӢܦ

͖、ۢचொͷఆ൪ͷ͓࢈品ͷڞಉ։ൃΛ͜͏ߦ

ͱʹͳͬͨ」ͱਿࣾࢁઆ໌ͨ͠ɻ

久留島武彦氏と豊後森機関庫を町おこしに
ɹொ͓͜͠ͷςーϚ、ۢचொͷݯࢿޫ؍ʹͳ

͍ͬͯΔ、ʠຊͷΞンσϧセンʡͱݺΕ͍ͯ

Δޱԋಐ作Ոͷཹٱౡࢯͱ、ࠃͷొ༗ܗ

จԽࡒʹͳ͍ͬͯΔ๛ޙݿؔػɻ

ɹཹٱౡࢯ、「૬པΓ、૬ॿ͚͍ͯ͘、ڞಉڞ

ੜͷਫ਼ਆ」Λ࣠جʹଟ͘ͷಐΛͨ͠作ՈͰ、

、ԋಐͩͬͨ作品Λۢचொ͕ຊͱͯ͠ग़൛͠ޱ

೦ؗオーϓンͨ͠ɻهౡཹٱ

ɹ๛ޙݿؔػত�ʹͨ͠ٱ
͖Ύ͏

େ
͍ͩ

ຊઢͷ

ถʙେؒཹٱ、Ͱݿؔػܗͳઔنɻେݿ྆ं

ͷதܧϙΠンτͱͯ͠、ॏཁͳׂΛ୲͍ͬͯͨɻ

ত��ͷσΟーθϧԽʹ͍ͦͷׂΛऴ͑

ଘ͢ΔݱΔɻभͰͰ࢟͵มΘΒࡏݱ、͕ͨ

།ҰͷઔݿؔػܗͰۢचொͷతଘࡏͱͳͬͯ

͍Δɻ

杉山真一郎社長

�� GPJAPAN 2022.3



じゃぱにうむ2022―印刷産業の地方創生事業事例発表会―

ɹ品։ൃͷഎܠʹ͍ͭͯਿࣾࢁ࣍ͷΑ͏ʹ

આ໌ͨ͠ɻ「ཹٱౡࢯͷ׆ಈޭΛͨͨ͑ͯ࢝·

ʱ、hࡇΓʰຊಐࡇͷͨΊͷ͓ڙࢠͨͬ ಐ

ͷཬʱͷொͮ͘Γ、ཹٱچౡࢯఉԂ、๛ޙػ

͑、ଟ͘ͷํ͕๚ΕΔ͘͜ͳͲͷັྗΛݿؔ

ͱͰҬੑ׆ԽΛਤΓ、࣋ଓతͳൃలͱॅΈ͢

͍ொͷߏஙΛ࣮͍ͨ͠ݱͱͷ͔͍ࢥΒ、શࠃతʹ

ΞϐーϧͰ͖Δ͓࢈品Λ։ൃͯ͠ொͷັྗͷೝ

্、ொͷັྗΛ٧ΊࠐΜͩύοέーδͷ։

ൃͱো͕͍ऀͷํ͕ͨ͠ΫοΩーͰ、୭ʹͱ

ͬͯ༏͘͠ັྗ͋ΔொΛΞϐーϧ͢Δ͜ͱΛコ

ンセϓτʹͨ͠」ɻ

クッキー2種類のパッケージ

食品パッケージへのこだわり
ɹ͔ۀΒ��Ҏ্、ओͱͯ͠৯品ύοέーδ

ͷاը、σβΠン、Λ͖ͨͯͬߦϑδτΫɻ

「৯ͷྲྀ௨ͱ͍͏ॏཁͳΠンϑラͷҰ部Λ୲͍、

ʑͷ৯品ͷύοέーδΛͯࣾ͠ձʹ͠ݙߩ

͖ͯͨɻͦͷϊϋͷੵͱॊೈͳྗͰࠓ

ճͷϓϩδΣΫτʹઓͨ͠ɻۢचொͷொ͓͜͠、

、ԉͱ͍͏ςーϚΛབྷΊͯࢧԉ、ো͕͍ऀࢧޫ؍

Χーτン͔Βೈแࡐ·ͰΛτーλϧϓϩσϡーε

͠、แʹετーϦーΛͨͤͨ࣋ɻΧーτンʹ

σβΠンブϨーンͷΞΠσΞΛ݁ू͠、༡ͼ৺Λ

Ճָ͑ͯ͠͞Λදͨ͠ݱɻࠓ·Ͱʹͳ͍ಠతͰ

ϫΫϫΫײͷ͋Δύοέーδʹ্ͨ͛ɻݸแ

ຊΛ։͘Α͏ͳָ͠͞4-ͷ࣌Λཱྀ͢ΔΑ

͏ͳΠϝーδͨ͠σβΠンͰ、ΞΠσΞ͔Β品

Խ·Ͱͯ͢ͷ։ൃఔΛҰ؏Ͱ͍ߦ、֤ॴʹݟ

Ͳ͜ΖΛࢄΓΊ͍ͯΔ」ɻ

ɹಉࣾۀքͰ࠷ૣ͘άラϏΞΠンΩͷਫੑԽ

ʹऔΓΈ、࣮༻Խͨ͠ɻ「ඇԽੴݪݯࢿྉͷ

༻、ҹఔʹ͓͚Δ$02ഉग़ྔ、70$༻ྔɾ

ഉग़ྔͷݮ、ೝূϚーΫʹΑΔ͑ݟΔԽΛ࣮ݱ、

4%(TͷରԠ、ҹ࿑ಇڥվળͱ͍ͬͨಛ

Λ༗͢ΔਫੑάラϏΞҹ、$02ഉग़ྔΛ༉ੑ

άラϏΞҹൺͰ��ˋ、όΠオϚε༉ੑάラϏ

ΞҹൺͰ��ˋݮͰ͖Δ」ͱΞϐーϧͨ͠ɻ

道の駅や大分空港で販売中
ɹ「ۢचொޠ」、ຊ（ࢠ）ͷܗঢ়ΛΠϝーδ͠

ͨ֎Ͱ、ύοέーδΛ։͘ͱଆʹ、ཹٱౡࢯ

ͷݴ༿͕ॻ͔Ε͍ͯΔɻֆຊͷදࢴͱݴ༿Λ͠ه

ͨ1�छྨͷݸแਫੑάラϏΞͰҹ͍ͯ͠Δɻ

ɹ「๛ޙݿؔػޠ」、લ໘ʹৠ͕ंؔػؾ

େ͖͘ҹ͞Εͨ֎ʹͳ͍ͬͯΔɻύοέーδ

Λ։͚Δͱ、࣮ࡍʹಈ͔͢͜ͱ͕Ͱ͖Δλーンς

ーブϧ͕ݱΕΔɻݸแʹ、ԟͷݿؔػͱৠ

ΘͤΔ12छྨͷࣸਅ͕ਫੑࢥ༂Λ׆ͷंؔػؾ

άラϏΞͰҹ͞Ε͍ͯΔɻ

ɹࡏݱ、͜ΕΒͷ品ۢचொͷಓͷӺେۭ

ۢ、େӺ品ଂ、τΩϋ;Δ͞ͱコーナー、ߓ

चொ;Δ͞ͱೲ੫ฦྱ品ͳͲͰൢചɾऔΓѻ͍͕

͋Δɻ

障がい者の社会参画、地域への活力、環境
配慮パッケージに共同で取り組む
ɹޙ࠷ʹਿࣾࢁ、「ো͕͍ऀͷࣾձࢀը、

Ҭʹڥ、ྗ׆ʹྀͨ͠ύοέーδ、ͱ͍͏�

ͭͷ՝ʹڞಉͰऔΓΈՌΛ্͛Δ͜ͱ͕Ͱ

͖ͨɻࡏݱͰҬੑ׆ԽͷҰཌྷΛ୲͍、Ҭブ

ランドͱཱͯ֬ͭͭ͋͠͠ΔɻࠓճͷऔΓΈ
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भ、େग़ऀʹͱͬͯಛผͳ͍ࢥͰҬݙߩ

ʹͭͳ͕ͬͨͱͱʹ、ٻਓͰ͓ੈʹͳͬ

͍ͯΔࣾʹͱͬͯԸฦ͕͠Ͱ͖ͨऔΓΈͩ

ͬͨͱ͍ͯ͡ײΔ」ͱड़ͨɻ

ɹͦͷଞͷҹձࣾͷྫࣄ࣍ͷ௨ΓͰ、:PV5VCF

ͰࢹௌͰ͖Δɻ

岐阜初！ カ和イイ「すずめの水うちわ」で、
ハッピーの輪が広がるプロジェクト

㈱文化社（岐阜県岐阜市）

ɹ2�લ͔ΒऔΓΜͰ͖ͨ൘ͷ΅Γضͷ

Πンλーωοτ௨ൢͷϊϋΛ͔͠׆、コϩナ

ՒͰൢചෆৼʹ͙͋͑ذෞͷܳ品「ਫ͏ͪΘ」

「ఏ౮」Λωοτൢചɻدෟ͖品ͱͯ͠、ച

্ͷҰ部Λ͏ͪΘͷࠝแ作ۀΛҕୗ͢Δब࿑ܧଓ

ܦෟɻ8JO�8JO�8JOͷҬدʹॴۀࣄܕԉ̗ࢧ

ɻݱԽΛ࣮ੑ׆ࡁ

地域コンテンツを活用した『ぐんまの本棚』
事業

朝日印刷工業㈱（群馬県前橋市）

ɹҬʹ͓͚Δग़൛、ํੜʹ͢ࢿΔॏཁͳ

ϦεΫͷ৺ݿࡏコετظಈͱҐஔ͚ͮ、ॳ׆

͕ͳ͍オンσϚンドҹͰ෮͠ץ、ωοτॻళͱ

Ҭจ、ߦΛൃݿഅʹΏ͔Γͷ༷ʑͳจ܈、ͯ͠

ԽͷৼݙߩʹڵɻҬֶशʹཱͪڷѪΛৢ

͢Δ「ֆຊ�্ໟ͔Δͨ」ग़൛ɻ

貼るだけで抗ウイルス・抗菌環境を。�
HINODERIXが提供する観光都市の安心安全。

㈲エイコー印刷（大分県別府市）

ɹ৽ܕコϩナΠϧεͷײછࢭͱ͍͏ࣾձత՝

ʹγーϧϝーΧーͱͯ͠ઓ͠、߅Πϧεɾ߅

ͷߦΛ։ൃɻେͷ֤ۜ܈೪ணϑΟϧϜ品ە

"5.ஔ、େۭߓͷख͢Γ、݊ ചػ、ΤϨϕー

λーϘλンʹఏڙɻେτϦχーλͷεϚϗ༻

άοζͱͯ͠࠾༻͞Ε、Ҭࡁܦͷੑ׆Խʹݙߩɻ

「救助用・防災用コミュニケーションブック」
の開発・制作によるレジリエントな地域社会
基盤構築への取り組み

田中手帳㈱（大阪府大阪市）

ɹҟৗؾʹΑΔਫࡂ、ൃࡂੜ࣌ʹ

ใऑऀͱͳΓಘΔো͕͍ऀऀྸߴΛࢧԉ͢Δͨ

水性グラビアで印刷した個包装のデザイン

パッケージを手に説明する杉山社長
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じゃぱにうむ2022―印刷産業の地方創生事業事例発表会―

Ίͷ「ٹॿコϛϡχέーγϣンブοΫ」「ࡂコ

ϛϡχέーγϣンブοΫ」Λ։ൃɻखாϝーΧー

ͳΒͰϊϋ͕ूੵ͞Εͨࡂɾࡂݮπーϧ

Ͱ、ϨδϦΤンτͳҬࣾձͷߏஙʹݙߩɻ

美容室向け動画広告配信サービス
㈱RUHIA（沖縄県宜野湾市）

ɹߪങϚΠンドͷ͍ߴඒ༰αϩンͷ٬ސͱ͍͏セ

άϝンτ͞ΕͨλーήοτΛରͱͨ͠ωοτϫ

ーΫ৴ܕͷಈըࠂ৴ۀࣄΛ্ཱͪ͛、ݝ

ͷۜߦ、ϑΝογϣンϏϧͷࢪۀઃ、ϗςϧ、

δϡΤϦーγϣοϓ͔Βߦֶߍ·Ͱ෯ۀ͍

छɾۀ�քͷࠂΛ৴͠、Ҭࡁܦͷੑ׆Խʹ

༩ɻد

東洋インキグラフィックス、印刷業界向けシェアリングプラット
フォームサービスを開始
　東洋インキグラフィックス㈱は、印刷関連企業
をつなぎ、仕事や設備をマッチングするシェアリ
ングプラットフォーム「Primarelink（プリマレリ
ンク）」を6月から開始する。
　Primarelinkは、企業・設備・仕事の検索機能・
募集機能やメッセージ機能を通して、新たなビジ
ネスパートナーを見つけることができる、印刷業
界に特化したシェアリングプラットフォーム。稼
働率を上げたい、協力企業を探したい、業界のネ
ットワークを広げたいなど、印刷業界の様々なニ
ーズや困りごとに応える。
　「仕事を依頼したい企業」と「仕事を探したい
企業」をつなぎ、仕事のマッチングを通して、業
界が保有する資産を無駄なく稼働させることで、
印刷業界の活性化に寄与する。6月のサービス開
始に先立ち、ベータ版を公開中で下記URLに登
録の上、Primarelinの機能をいち早く体験できる。

URL：https://www.primarelink.com
ベータ版公開期間： 2022年5月31日（火）まで

積水化成品工業、2050年度にカーボンニュートラルの実現に向けた取り組みを策定
　積水化成品工業㈱は、日本政府が2020年10月
に行った2050年カーボンニュートラル宣言に賛
同し、その実現に向けた取り組みを策定し、その
達成に向けて以下の取り組みを加速させることで、
コーポレートメッセージ「人と地球の、美しい未
来へ。」を具現化していく。
目 標：2050年度 CO2排出量を実質ゼロにする。
30年度CO2排出量（Scope1+2）を、18年度

比27%削減する。
主 な施策：生産プロセスの合理化と省エネルギー
化の推進、燃料の脱炭素化、再生可能エネルギ
ーへの切り替え、環境投資枠の活用による新規
プロセスの開発と新規生産設備の導入、環境貢
献製品（サステナブル・スタープロダクト）の
創出と事業拡大。

��GPJAPAN 2022.3



第61回JPC

花王・コーセーが「経済産業大臣賞」
入賞作品 37点を決定

　商品化され販売されたパッケージの優秀性を競う「ジャパンパッケージングコンペティ
ション（JPC）」の第61回の入賞作品が決定しました。2022年2月2日（水）、日本印刷会館
において審査会が行われ、3次にわたる厳正な審査のもと、「経済産業大臣賞」1部門に花
王㈱、2部門に㈱コーセー、経済産業省製造産業局長賞にアサヒビール㈱、日本コカ・コ
ーラ㈱、経済産業省商務情報政策局長賞にサントリーホールディングス㈱、㈱カネボウ化
粧品、㈱明治が入賞しました。今回の応募作品数は前回より27点少ない133点でした。全
受賞作品37点は次頁の表のとおりです。

【経済産業大臣賞】（「1部門」1点、「2部門」1点）

「1部門」

作品名：量り売り堂

ブランドオーナー：花王㈱

作品名：�雪肌精クリアウェルネス UV ディフェン

スシリーズ

ブランドオーナー：㈱コーセー

「2部門」
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賞 作品名 ブランドオーナー
経済産業大臣賞「1部門」 量り売り堂 花王㈱

経済産業大臣賞「2部門」 雪肌精クリアウェルネス
UV ディフェンスシリーズ ㈱コーセー

経済産業省製造産業局長賞 エコパック アサヒビール㈱

経済産業省製造産業局長賞 1,2,CUBE 日本コカ・コーラ㈱

経済産業省商務情報政策局長賞 BEERiLAND　
ザ・プレミアム・モルツ特別試飲キット サントリーホールディングス㈱

経済産業省商務情報政策局長賞 ALLIE × URBAN RESEARCH ㈱カネボウ化粧品

経済産業省商務情報政策局長賞
明治ザ・チョコレート　
チョコレート発酵アソート・焙炒アソート・
メキシコホワイトカカオダーク

㈱明治

（公社）日本パッケージデザイン協会賞 ポーラ B.A ベースメーク ㈱ポーラ

（公社）日本包装技術協会賞 彩りキッチン 日本ハム㈱

（公社）日本包装技術協会賞 Lightee ライオン㈱

（一社）日本プロモーショナル・マーケ
ティング協会賞

11月11日ポッキー& プリッツの日
輸送兼販促用デジパケ 江崎グリコ㈱

（一社）日本百貨店協会賞 PANDARS 森永製菓㈱

（一社）日本印刷産業連合会会長賞 メルティーキッスパーティアソート袋 ㈱明治

（一社）日本印刷産業連合会会長賞 泉州たまねぎのカレーアヒージョ ㈱良品計画

（一社）日本印刷産業連合会会長賞 料理がうまくなる 酒類調味料 宝酒造

（一社）日本印刷産業連合会会長賞 ラブライナー　クリームフィットペンシル msh ㈱

（一社）日本印刷産業連合会会長賞
AJINOMOTO 一番しぼりキャノーラ油 
700g 紙パック
AJINOMOTO 純正ごま油 500g 紙パック

㈱ J- オイルミルズ

　洋菓子部門賞 コアラのマーチてづくりキット ㈱ロッテ

　洋菓子部門賞 プッチンプリン ハロウィンデザイン 江崎グリコ㈱

　和菓子部門賞 おめんを作ろう！ 西村の豆まきボーロ ㈱西村衛生ボーロ本舗

　和菓子部門賞 バンザイ山椒 超たまりませんセット 岩塚製菓㈱

　和菓子部門賞 V! カステラ ㈱文明堂東京

　洋食品部門賞 THE CRAFT PASTA シリーズ　
10アイテム ㈱ニューオークボ

　和食品部門賞 塩ひとふり （公財）塩事業センター

　中華・エスニック食品部門賞 レンジのススメ　「麻婆豆腐」 ㈱永谷園

　健康食品部門賞 KICHINTO BREAD ㈱ドロキア・オラシイタ

　アルコール飲料部門賞 ザ・プレミアム・モルツ　
マスターズドリーム山崎原酒樽熟成 2021 サントリー

　一般飲料部門賞 ファミマル　新潟県津南の天然水600ml ㈱ファミリーマート

　化粧品部門賞 ONE BY KOSE ザ ウォーター メイト ㈱コーセー

　化粧品部門賞 ビオレガード 薬用泡ででる消毒液 花王㈱

　一般雑貨部門賞 虫よけマモリーネ アース製薬㈱

　一般雑貨部門賞 ピュアリーフ エコ 三菱製紙㈱

　贈答用品部門賞 クイックル BOX 花王㈱

　贈答用品部門賞 金麦の夏　花火デザイン段ボール サントリー

　地域産業商品部門賞 かっぱえびせん匠海 海人の藻塩 カルビー㈱

　リニューアル商品部門賞 クッキングペーパー　シェフ 花王プロフェッショナル・サービス㈱

　ペット用品部門賞 すごい乳酸菌クランキー 紙パック いなばペットフード㈱
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募集要領
募集締切：�݄2�（ਫ）

審 査 日：�݄1�（）� ˎ͓ӽ͍ͨͩ͘͠
ɹඞཁ͋Γ·ͤΜɻ

出 品条件：ྩ2�݄1Ҏ߱ʹ品Խ͞Εͨ

ͷ、·ͨൃޙࠓച͕ܾఆ͍ͯ͠Δͷɻ作品

͕େܕŋॏྔͷ߹（૯ॏྔ͕��ᶵΛ͑Δ

）、ϛχνϡΞ作品આ໌ύωϧ（̖�α

Πζ）1ʙ2ຕʹͯग़品Լ͍͞ɻ

出 品 料：

ɹ1点ͷ߹� ձһ：1����ԁ、Ұൠ：2�1��ԁ

ɹ2ʙ�点ͷ߹1点ʹ͖ͭɹ�

ձһ：1����ԁ、Ұൠ：2����ԁ

ɹ�点Ҏ্ͷ߹1点ʹ͖ͭɹ�

ձһ：1����ԁ、Ұൠ：1����ԁ

ˎ�γϦーζ品1γϦーζʹ͖ͭɹ�

ձһ：2�2��ԁ、Ұൠ：�����ԁ

ˎ�γϦーζ品ͱԽহ品͕ରʹͳΓ·͢ɻ

γϦーζ品ͱԽহ品ͷΑ͏ʹಉҰブランド

ʹҟͳΔػΛͭ࣋༰ߚޱ：ྫ）ثɾコンύ

ΫτɾԽহਫ）͕͍ࠞͯ͠ࡏΔ߹Λ͠ࢦ·

͢ɻγϦーζͱশͨ͠ෳ品Ͱ、ಉػΛ

ͷͰ͋Ε、品ͷόϦΤーγϣンͱͭ࣋͠

ͯ1点ͱѻ͍·͢（ྫ：৭ҧ͍、αΠζҧ͍）ɻ

申込方法：

ᶃ�+1*ϗーϜϖーδͷ「ຊύοέーδンάコ

ンςετ」ϖーδʹ͋Δ「2�22ຊύοέーδ

ンάコンςετ�ग़品ਃࠐॻ」Λμンϩード͠

ͯඞཁ߲ࣄΛ͝هೖԼ͍͞ɻ

　 　ホームページアドレス（URL）

　　　http://www.jpi.or.jp

ɹ�ɹͦͷਃࠐॻͱซͤ、作品ͷ༷͕ࢠ͔Δࣸਅ

σーλ͘͠આ໌ࢿྉ（"�ॎ1ຕʹ·ͱΊͨ

ͷ）Λఴͯ͠ࣄ�ہ·Ͱ͓ૹΓԼ͍͞ɻ（༣

ૹ͘͠ϝーϧʹσーλఴ）

　　メール宛先：takeuchi@jpi.or.jp

ᶄ�ग़品ਃࠐॻʹ作品ʹ͍ͭͯಛʹධՁͯ͠Β

͍͍ͨϙΠンτΛ؆ܿʹ·ͱΊͯԼ͍͞ɻग़品ձ

ࣾ࿈བྷઌͱͳΔදͷձࣾ1ࣾͱ͠、୲ऀ名

ʹ࿈བྷ૭ޱͱͳΔํͷ͓名લΛ͝هೖԼ͍͞ɻ

ɹ�ɹ共同出品会社は出品申込書2枚目の記入欄に

ご記入下さい。

ᶅ�ग़品ਃࠐॻΛडޙ、ग़品ྉͷٻॻΛ͓ૹΓ

͠·͢ͷͰ、ࢧ͍ৼࠐΈͰ͓͍͠ئ·͢ɻ

ᶆ�ग़品ਃࠐΈΛडͰ͖ͳ͍߹͕͋Γ·͢ͷͰ、

ྃ͝ঝԼ͍͞ɻύンϑϨοτ（IUUQT���XXX�KQJ�

PS�KQ�TBJKJ�KQD�EBUB�KQD2�22@EFUBJM�QEG）ࣄࡌه

߲Λ֬ೝޙ、͓ਃ͠ࠐΈԼ͍͞ɻ

郵送の場合：

˟ø÷ûô÷÷ûüç�౦ژதԝ۠ஙûôøôø�౦ܶϏϧø÷֊

ɹ（ެࣾ）ຊแٕज़ڠձ

ຊύοέーδンάコンςετ

メールの場合：UBLFVDIJ!KQJ�PS�KQ

申込み後：�ٻॻͱڞʹ作品ൖೖͷࢦఆ࣌Λ

ҊॻΛ͓ૹΓ͠·͢ɻͨ͠ࡌه

2022日本パッケージングコンテスト
5月25日まで作品募集中

　（公社）日本包装技術協会（JPC）主催で毎年開催される「日本パッケージングコンテ
スト」は、包装におけるデザインからロジスティクスに至るまでのその年の包装の最高
峰と優秀群を決定するものです。入賞作品には、優れた包装の証であるGPマークの使
用が許可され、包装が中身をさらにグレードアップします。また、入賞作品については
世界の包装コンテストであるワールドスターコンテストへの出品資格も同時に取得しま
す。現在、以下の募集要領で「2022日本パッケージングコンテスト（第44回）」の出品
作品を募集しています。ぜひ、この機会に是非ご出展下さい。
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第48回GP工場交流会

GP工場へ自主行動計画参加を呼びかけ
業務提携、新規事業開拓も積極的、調査から明らかに

　（一社）日本印刷産業連合会グリーンプリンティング（GP）認定事務局は、2022年1月27
日（木）午後3時～5時30分まで、「第48回GP工場交流会」をオンラインにて開催し、新規
GP認定取得工場の紹介とともに、印刷産業における地球温暖化対策の取り組み、日印産連ア
フターコロナプロジェクトアンケート報告などについて事務局が発表した。

印刷産業における地球温暖化対策の取り組み
2100 年末には平均気温 4.8℃、海面最大 1.1m
上昇
ɹ͡Ίʹ、ٿԹஆԽͷϝΧχζϜͱຊੈ

քͷԹஆԽରࡦͷಈʹ͍ͭͯղઆ͕ͳ͞Εͨɻ

ɹେؾதͷ$02ೱֵ໋ۀ࢈Ҏલ2��QQN、

2�2�ʹ�1�QQN（ੈքฏۉ）ͱ1��ഒʹ૿

Ճ͍ͯ͠Δɻ

ɹաڈ��ͷؾԹ্ঢ、ࣗવͷมಈͰͳ͘、

ߟͷͱͨ͜͠ىಈʹΑͬͯਓྨ͕Ҿ͖׆ۀ࢈

͑ΒΕΔɻ*1$$（*OUFSHPWFSONFOUBM�1BOFM�PO�

$MJNBUF�$IBOHF、ީؾมಈʹؔ͢Δؒύω

ϧ）ͷใࠂॻʹΑΔͱ、࠷ѱͷ߹、21��ʹ

ฏؾۉԹ͕���ˆ、ւ໘࠷େ1�1N্ঢ͢Δͱ

༧ଌ͞Ε͍ͯΔɻ「ରࡦΛଧͨͳ͚Ε、2���

ʹ���N্ঢͯ͠、ຊͷฏ部͔ͳΓͷׂ߹

Ͱਫ͢Δͱ༧ଌ͞Ε͍ͯΔɻඪߴͷ͍ౡࠃ

େ͖ͳӨڹΛड͚Δͱ͍͏͜ͱͰ、ٿԹஆԽ

ɻ（ہࣄ）「ͷ՝ͱೝࣝ͞Ε͍ͯΔۓ٤

ɹٿԹஆԽͷରࡦͱͯ͠、؇ࡦͱదԠ͕ࡦ

࣠ͱͳΔɻ؇ࡦԹࣨޮՌΨε（()(）ഉग़Λ

੍͢Δ͜ͱɻదԠࡦ、ΧーϘンχϡーτラϧ

（$/）͕ ୡͰ͖ͯฏؾۉԹ্ঢ͍ͯ͠Δͷ

Ͱ、ԹஆԽͷӨڹΛ࠷খݶʹ͑ΔࣾձͷΈ

Β͠ํΛ͢Δ͜ͱʹͳΔɻ「۩ମతʹ、

Αࣖ͘ʹ͢Δhۙ࠷ ϨδϦΤンε ͷɦڧԽɻࢢͷ

ڧࡂԽͳͲ͕ओͳରࡦͱͯ͑͠ߟΒΕ͍ͯΔ」ɻ

日本は 2030年度にGHG46％削減
ɹຊͰ、ੁ�ٛҒલ૯ཧ͕2�2�1�݄ͷྟ࣌

2���ΧーϘンχϡーτラϧએ」ͨͬߦձͰࠃ

ਪਐࡦԹஆԽରٿΒʹ21�݄22ͷ͞、「ݴ

ຊ部Ͱ2���ඪͱ߹తͰ৺తͳඪ

ͱͯ͠、2���ʹ()(Λ1�ൺ��ˋݮ

͢Δ͜ͱΛ͢ࢦͱએͨ͠ݴɻۀ࢈部門ͱͯ͠

��ͷഉग़ݮඪΛ��ˋݮͱͳ͍ͬͯΔɻ

ɹधཁଆͷऔΓΈͱͯ͠、ԽੴΤωϧΪーͷ

Β͢ͷ͕େલఏͰ、লΤωͱඇԽੴΤωݮΛ༺

ϧΪーͷಋೖ͕େ͖ͳபͱͳΔɻపఈͨ͠লΤω

ʹՃ͑、θϩΤϛిؾΧーϘンχϡーτラϧͳ

೩ྉͳͲͷ֦େ͕ඞཁͱͳΔɻ

GHG排出量、日本は世界第 5位
ɹੈքͷ()(ഉग़ྔ߹ܭ2�1�Ͱ���ԯτ

ンɻࠃผͰ、த（ˋ���2）ࠃ、ΞϝϦΧ（1���

ˋ）、Πンド（���ˋ）্͕ҐΛΊ、͜ΕΒͷࠃ
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ͷऔΓΈ͕େ͖ͳΧΪʹͳͬͯ͘Δɻຊੈ

քͰ�൪、��2ˋΛΊΔɻ

ɹ2、ࡏݱ���ͷ$/Λද໌͍ͯ͠Δࠃ、12�

Χ1ࠃҬͰ、શੈքͷ�ͷ2ʹ૬͢Δɻத

2���ʹ$/ද໌、ΞϝϦΧόΠσンେ౷ࠃ

ྖ͕2�21ʹύϦڠఆ෮ؼΛએ͍ͯ͠ݴΔɻ

ɹੴੴ༉ఱવΨεʹൺͯ$02ͷഉग़ྔ͕

ଟ͘、ͳΔ͘͜ΕΛΘͳ͍Α͏ʹ͠Α͏ͱ͍

͏ͷ͕ੈքͷྲྀΕʹͳ͍ͬͯΔɻ$012�（ࠃ࿈ؾ

ީมಈୈ2�ճకࠃձٞ）ͰੴՐྗ

ഇࢭʹ��Χࢍ͕ࠃಉ͕ͨ͠、ຊ、ΞϝϦΧ、த

ΠンドՃΘ͍ͬͯͳ͍ɻ、ࠃ

2050 年 CNに向けた基本方針策定を呼びかけ
ɹ$/ʹ͚ͨରࡦͱͯ࣍͠ͷ�͕ͭ͋Δɻ

ᶃ�লΤωϧΪーɾΤωϧΪーޮͷ্：અి

ΤωϧΪーޮͷ͍ߴ品ʹ͢Δ͜ͱͰΤωϧ

ΪーফඅΛ͑Δ

ᶄ�$02ഉग़ݪ୯Ґͷݮ：ిྗ部門Ͱ、࠶Τω

ిൃྗࢠݪͷར༻、$02Λճऩɾஷཹͯ͠ར

༻͢ΔͳͲ、ిྗ部門ͷ$02ഉग़ݪ୯ҐΛθϩ

ʹ͢Δɻඇిྗ部門Ͱ༻͢Δ೩ྉΛΑΓ

ૉͳͷʹసͨ͠Γ、ਫૉόΠオϚε、

߹೩ྉͳͲʹస

ᶅ�ඇిྗ部門ͷిԽ：ഉग़ݪ୯ҐͷΑΓখ͍͞ి

ྗΛΤωϧΪーͱͯ͠ར༻ɻిԽΛਐΊΔͱͱ

ʹిݯͷૉԽΛ͏ߦ

ᶆ�ωΨςΟブΤϛογϣン：২ྛΛਐΊͯޫ߹

ΛΜʹ͠େؾதͷ$02ٵऩྔΛ૿ͨ͠Γ、

$02Λճऩͯ͠தʹஷཹ͢Δٕज़ͱ͍ͬͨ

「ωΨςΟブΤϛογϣンٕज़」Λ༻͍Δɻ

2020年度の印刷業界のCO2排出量75.3万t-CO2
ɹҹ࢈࿈ͷڥٿอશͷऔΓΈͱͯ͠、ᶃ

ըʦ$/（ૉࣾձ）、॥ܭಈߦ࿈ࣗओؔڥ

ද༏ྑڥ、70$ഉग़੍ʧ、ᶄܗձࣾܕ

各国のCN表明状況

出典：第₄₈回 GP 工場交流会「印刷産業における地球温暖化対策の取り組み」 
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জ੍、ᶅάϦーンϓϦンςΟンά（(1）ೝఆ੍

Λհͨ͠ɻ

ɹᶃʹ͍ͭͯ、()(ݮΛతͱͨ͠ຊܦ

քʹΑΔࣗओతऔͱͯ͠、2�2�͓Αͼࡁ

2���Λඪ࣍ͱ͢Δ「ૉࣾձ࣮ܭߦը」

Λஂܦ࿈͓ΑͼͦͷࡿԼͷۀքஂମ͕ࡦఆ͠、ຖ

「ૉࣾձ࣮ܭߦըϑΥϩーΞοϓௐࠪථ」

Λެද͍ͯ͠Δɻ

ɹҹ࢈࿈ͷ2�2�ͷ࣮ใࠂ࣍ͷ௨Γɻ

ҹ業քͷૉࣾձ࣮ܭߦըϑΣーζᶗ

औඪ（$02ഉग़ྔ、ج४2�1�）

ɹㅡ�2�2�ඪ：�$02 ഉ ग़ ྔ 2�1�   ൺ

ʵ2����、�2��ສ U�$02
ɹㅡ�2���ඪ：�$02 ഉ ग़ ྔ 2�1�   ൺ

ʵ�����、����ສ U�$02
ɹ2�2�͓Αͼ��࣌点ͷࣗओߦಈܭըࢀ

Ճۀاͷച্ߴ�ஹ2���ԯԁΛલఏͱ͠、1�

ͷݪ༉ݪࢉ୯Ґ1���LMʗԯԁΛຖલΑΓ

1ˋվળ͠、2�2�1���LMʗԯԁ（ج४

ൺ：����ˋ）·ͰͷվળΛ02$、͠ࢦഉग़ྔ

�2��ສ U�$02（ج४ൺ：����ˋ）ͱ͢Δ͜ͱ

Λ͢ࢦɻ

ɹ2���1���LMʗԯԁ（ج४ൺ：����

ˋ）·ͰͷվળΛ02$、͠ࢦഉग़ྔ����ສ

U�$02（ج४ൺ：���1ˋ）ͱ͢Δ͜ͱΛ͢ࢦɻ

ʪઃఆࠜڌʫ

ɹ2�1�࣮͕طʹ��ͷඪΛΫϦΞ͠

ͨ͜ͱ͔Β、1�ʹඪͷݟ͠Λ1、͍ߦ�

࣮Λج४ʹ、ݪ༉ݪࢉ୯ҐΛຖલΑΓ

ݪ、ͱͯ͠ࡦࢪΔඪͱͨ͠ɻ۩ମతͳ͢ݮˋ1

୯Ґվળʹد༩͍ͯ͠Δ「ۭௐؔٴͼಈྗؔ

ͷઃඋߋ৽ɾ৽ઃ」ͷܭըత࣮ࢪ、͓Αͼ「σδ

λϧҹػͷಋೖଅਐ」「ޮߴҹػͷಋೖଅ

実施した対策、投資額と削減効果

出典：第₄₈回 GP 工場交流会「印刷産業における地球温暖化対策の取り組み」 
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ਐ」「ס૩ఔͷޮߴԽ」「67ޫݯͷ-&%Խ」

ΛਐΊ、ޮతͳΤωϧΪーར༻ΛਤΔ（$02ഉ

ग़1�ͱಉ͡ͱ͢Δ）ɻ

����ͷ࣮

ㅡ�ੜ׆࢈ಈྔ：�ஹ����ԯԁ（ച্ߴ）（ج४

ൺʵ��1ˋ、લൺʵ���ˋ）

ㅡ�$02ഉग़ྔ：����ສ U�$02（ج४ൺʵ����

ˋ、લൺʵ��2ˋ）

ㅡ�$02ݪ୯Ґ：2���U�$02ʗԯԁ（ج४ൺ

ʵ2��2ˋ、લൺʵ2��ˋ）（ిྗഉग़：

���1�LH�$02�L8I、ݻఆ）

ㅡ�ਐ2�2�ඪൺ：12���ˋ（��

ඪൺ：����ˋ）ˠඪୡ

ㅡ�2�1�ൺഉग़ݮ21���（ݻఆഉग़

）、ഉग़ݮ�����（มಈഉग़1�

�����、2������）

ʪཁҼੳʫ

ㅡ�ҹۀքͰ、ΤωϧΪーछͱͯ͠ిྗ͕ݪ༉

ϕーεͰ૯ΤωϧΪーྔͷ�2ˋͱͳͬͯࢉ

͓Γ、ిྗഉग़ʹΑΔมԽͷ߹͍͕େ͖

͍ɻҰํͰ、ऀۀࣄͷলΤωྗͷݙߩ߹͍

͍ߴ͕

ㅡ�コϩナՒͷӨڹʹΑΓੜ׆࢈ಈྔ͕ݮগ͠、

Քಇ͕Լͨ͠

ɹͳ͓、2���ΧーϘンχϡーτラϧʹ͚ͨҹ

քͷϏδϣンʹ͍ͭͯ、21ͷެදΛۀ

ࡦ͠ࢦఆதͩͱઆ໌͢Δɻҹ࢈࿈ͷۀࣄ৫

Ͱ͋ΔڥٿҕһձͷԼ部৫ʹ、Ϗδϣンݕ

౼νーϜΛ্ཱͪ͛、جຊߏͷཱҊ、2���

$02࣮࣭θϩʹ͚ͯͷ2���ඪͷઃఆ、ඪ

ୡํ๏Λݕ౼͍ͯ͠Δɻ

日印産連自主行動計画に参加を
ɹޙ࠷ʹ、ҹۀքಠࣗͷදজ੍͓Αͼೝఆ੍

ͱͯ͠、ҹڥۀ࢈༏ྑදজ੍、(1

ೝఆ੍Λհ、ձһۀاͷੵۃతͳԠืΛݺͼ

ֻ͚ͨɻ·ͨ、ҹ࢈࿈ͷࣗओߦಈܭըʹࢀՃ͠

͍ͯΔۀا、ࡢͷࣈͰΘ͔ͣ1�� （ࣾ�1��

ࣾ、1��ˋ）ͱ·ͩ·ͩະࢀՃͷ͕ۀاଟ͘、ࡁܦ

ఆΛड͚͍ͯΔͱ͠、「(1ࢦল͔Βվળͷۀ࢈

ೝఆͷํʑʹࣗओߦಈܭըͷࢀՃΛ͓ئ

͍͍ͨ͠」ͱΞϐーϧͨ͠ɻ

日印産連「アフターコロナプロジェクト」
アンケート報告
2020 年度、軟包装は巣ごもり需要の影響も
ɹଓ͍ͯ、ࡢ�݄͔ΒϓϩδΣΫτ͕࢝ಈͨ͠

ҹ࢈࿈ͷ「ΞϑλーコϩナϓϩδΣΫτ」Ͱ࣮

ΕͨΞンέーτௐࠪͷ݁Ռʹ͍ͭͯઆ໌͕͋͞ࢪ

ͬͨɻΞンέーτ、2�21�݄1�ʙ�݄�

ʹ、(PPHMF�'PSNͰ࣮ࢪɻରձһ1�ஂମͷ

Ճໍۀا����ࣾͰ、ճࣾ���ࣾ（ճ

���ˋ）、ճۀاͷ�ׂ͕��ਓҎԼͷதখҹձ

ࣾͰ、ۀࣄผͷׂ߹ҹ��ˋ、ग़൛1�ˋ、

γーϧŋラϕϧ12ˋ、ثࢴ�ˋ、ϏδωεϑΥー

Ϝ�ˋ、ೈแࡐ�ˋͰ͋ͬͨɻ

ɹ「ࣾوͷ2�2�ͷച্࣮ʹ͍ͭͯ、コϩナ

Ҏલͷ1�ʹର͢Δ૿ݮൺΛ、Ԡ͑ͯͩ͘͞

͍ɻ」ͱͷ͍ʹ、શମͷ��ˋ͕ച্͕ݮগ͠

ͨͱճ、��ˋ1�ˋҎ্ͷݮগͱͳͬͨɻ

ɹۀࣄผͷച্૿ݮൺͰ、ҹ、ݐࡐ、

γーϧɾラϕϧͰ��ˋҎ্ݮগͨ͠ͱ͍͏ճ͕

͔Δɻೈ͕گঢ়͍͠ݫ͕ࡐݐʹΒΕͨɻ「ಛݟ

แࡐ、�ʙʵ1�ˋͷճ͕࠷ଟ͘、͝Γ

धཁ͋Γ૿ऩͱͷճ͕ଞͷΑΓൺֱత

ଟ͍͜ͱ͕͔ͬͨ」（ࣄہ）ɻ

ɹ2�2�ͷ࣮มԽʹಛʹӨͨ͠ڹཁҼʹ͍ͭ

ͯ、ू٬Πϕンτͷதࢭ（��ˋ）、͝Γͷ

૿Ճ（21ˋ）、ϖーύーϨεԽɾσδλϧԽ（1�

ˋ）、ࢪۀઃɾҿ৯ళͷۀٳ࣌Ӧ（ˋ�1）ۀ

ͷӨ͕ڹେ͖͘ݟΒΕͨɻ
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コロナを機に働き方改革も積極的に
ɹ「コϩナʹΑΔӨڹʹରͯ͠2�2�ʹ࣮͠ࢪ

ओͳͷΛ�ͭ·Ͱબ、͍ͯͭʹࡦӦରܦۀࣄͨ

ΜͰ͍ͩ͘͞ɻ」ͱͷ͍Ͱ、࠷ଟ͔ͬͨճ

「ޏ༻ௐॿۚ࣋ଓԽڅۚͳͲͷڅۚ

ར༻」Ͱ͋Δ͕、「ۀɾੜ࢈ఔͷ߹ཧԽɾޮ

Խ」「Ӧ׆ۀಈձٞͷオンラΠンԽ」「৽品

৽αーϏεͷ։ൃ」͕ޙʹଓ͖、コϩナΛػʹ、

ಇ͖ํվֵ、ۀޮԽ、ςϨϫーΫಋೖͳͲΛ

ΒΕͨɻݟਐΊ͍ͯΔͱ͜Ζଟ͘ʹۃੵ

2021 年度の軟包材の売上予測は「ほぼ影響なし」
が多数
ɹ「ࣾوͷ2�21ͷച্༧ଌʹ͍ͭͯ、2�2�

ʹର͢Δ૿ݮൺΛ、͍͑ͯͩ͘͞ɻ」ͱͷ͍

Ͱ、૿Ճ༧ͱݮগ༧͕ͦΕͧΕ��ˋ、΄΅

ผۀࣄ」ͳ͠ͱͷճ͕2�ˋΛΊͨɻݮ૿

Ͱ、΄ͱΜͲͷͰ૿ՃΛ༧ɻೈแࡐͰ、

΄΅Өڹͳ͠ͱͷճ͕࠷ଟ͔ͬͨ」ɻ

コロナ禍以前からの課題が上位に
ɹΞϑλーコϩナʹ͓͚ΔҹۀքͷࢢͷมԽ

Λ༩͑Δͱ༧ଌ͞ΕΔมԽڹӦʹӨܦ、͍ͯͭʹ

ΛਘͶͨͱ͜Ζ、ճͷτοϓ�「ۀͷϖー

ύーϨεԽɾσδλϧԽ͕ਐΉ」「٬ސͷσδλϧ

Խ͕ਐΉ」「ۀҹͰ、ࢴͷҹ（৽ฉνラ

γ%.、ࠂࢽࡶ）ͱଟ༷ͳσδλϧϝσΟ

ΞΛΈ߹Θ͕ͤͨࠂத৺ͱͳΔ」Ͱ͕͋ͬͨ、

͜ΕΒ、コϩナՒҎલ͔Βͷ՝ͱͯ͋ͬͨ͠

ͷ͕、コϩナʹΑͬͯ͜ͷมԽ͕ҰؾʹՃ͠

ͨͷͱࣄہઆ໌͢Δɻ

売上予測、中長期的にプラス予想が増加
ɹ「2�2�（தظత）ͷച্༧ଌʹ͍ͭͯ、コϩ

ナҎલͷ2�1�ʹର͢Δ૿ݮൺΛ、͑ͯͩ͘

͍͞ɻ」ͱͷ͍ʹ、��ˋ͕ϓラεΛ༧ɻ��

ˋ͕ϚΠナε、1�ˋ͕΄΅૿ݮͳ͠、ͱճɻ

ɹ2���（ظత）ͷച্༧ଌʹ͍ͭͯ、ϓラ

ε༧͕2�（தظత）༧ଌΑΓ͞Βʹ1�ࣾ

૿Ճɻಛʹ2��Ҏ্、��ˋҎ্૿Ճ͢Δͱ༧ଌ͢

Δ͍ͯ͑૿͕ۀاΔɻ「コϩナ͕໌͚ͯ͘Εத

ͳձ͕ࣾଟ͖ք໌Δ͍ͱ、લۀతʹҹظ

͍ͷͰͳ͍͔」ɻ

約 3割が他社との連携、本業以外の新規事業な
どを志向
ɹ「Ξϑλーコϩナʹ͓͚ΔࢢͷมԽʹରͯ͠و

ओͳͷ、͍ͯͭʹࡦӦରܦۀࣄ͖͢ࢪ࣮͕ࣾ

Λ�ͭ·ͰબΜͰ͍ͩ͘͞ɻ」ͱͷ͍Ͱ、「ࣗ

ࣾͷڧΈͷ্ͱܧঝ」͕࠷ଟ͘、͍࣍Ͱ「৽

品৽αーϏεͷ։ൃ」「σδλϧਓࡐͷҭɾ

֬อ」ͱ͍ͬͨճ͕ଟ͔ͬͨɻ「͍ͨڻͷ、ಉ

Ҏ֎ͷۀຊ、ܞఏۀɾܞछͱͷ࿈ۀଞۀاۀ

৽ۀࣄنͷ։ͱ͍ͬͨճ͕�ׂ͋ͬͨ͜ͱɻ

ैདྷͱಉ͜͡ͱΛ͍͍ͯͯ͠͠ݫͱ͍ͯ͡ײΔ

ձ͕ࣾଟ͍ͱ͑ݴΔ」（ࣄہ）ɻ

ɹͳ͓、2���ച্༧ଌΛʴ��ˋҎ্ͱճ͠

ͨ22ࣾͷܦۀࣄӦରࡦ（�ͭ·Ͱճ）ΛݟΔͱ、

「৽品৽αーϏεͷ։ൃ」͕12ࣾ、「σδλϧ

ਓࡐͷҭɾ֬อ」͕11ࣾ、「ຊۀҎ֎ͷ৽ࣄن

ɾܞछͱͷ࿈ۀଞۀاۀͷ։」͕�ࣾ、「ಉۀ

Ͱ͋ͬͨɻࣾ�͕「ܞఏۀ

事業経営、コロナ禍における活動トピックス
ɹΞϑλーコϩナͷܦۀࣄӦ、コϩナՒʹ͓͚Δ

ड़ճهಈτϐοΫεΤϐιードʹ͍ͭͯͷ׆

ʹ͍ͭͯҎԼͷΑ͏ͳճ͕ͤدΒΕͨɻ

【Ξϑλーίϩナͷࣄ業経Ӧʹ͍ͭͯ】

ै業һ���ਓҎ্

ㅡ�άϧーϓͰ点͢ࡏΔϦιーεͷܦӦ౷߹

（౦ژʗ૯߹ҹ）
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ㅡ�ύοέーδؔ࿈ʹ͓͚ΔڥରԠ品ͷ։ൃ֦

ॆ （౦ژʗҹɾ#'ɾೈแࡐ）

ㅡ�ҟۀछͱͷ.ˍ"� （ւಓʗҹ）

ㅡ�コンαϧձࣾͱ࿈ͨ͠ܞϓϩδΣΫτӡӦ、ϗ

ーϧσΟンάεମ੍Խ� （Ѫݝʗಛघҹ）

ै業һ���ਓʙ���ਓ

ㅡ�ੜڌ࢈点Λํల։� （౦ژʗಛघҹ）

ㅡ�৽ͨͳࣾγεςϜͷߏஙʹΑΓޮԽ、作ۀ

�ݱΛ࣮ݮؒ࣌ （ҵݝʗೈแࡐ）

ㅡ�ϓラɾڥʹྀͨ͠แࡐͷ։ൃ

（߳ݝʗೈแࡐ）

ै業һ��ਓʙ���ਓ

ㅡ�େֶϕンνϟーۀاͱ࿈ͯ͠ܞ৽品ɾ৽α

ーϏεΛ։ൃ� （౦ژʗಛघҹ）

ㅡ�4%(TͷऔඪΛࡦఆ͠、ඇϓラ品ͷ

ସఏҊਪਐ� （'#ʗҹɾݝഅ܈）

ㅡ�コンαϧձࣾͱධՁ੍ͷݟ͠、ਓࡐҭΩ

ϟϦΞϚοϓΛ作� （੩Ԭݝʗҹɾ#'）

ㅡ�ҹܦ͚ۀӦཧγεςϜͷൢച、Ҭσδ

λϧ௨՟ͷӡӦ� （Ѫݝʗҹɾग़൛）

ै業һ��ਓʙ��ਓ

ㅡ�4%(Tਪਐʹ͏ൢࡐചͷల։

（'#ʗҹɾݝསࢁ）

ㅡ�ผձࣾͱͯ͠اը੍作ձࣾΛ作Δ༧ఆ

（ʗҹژ）

ㅡ�̢ ˍ̖ʹऔΓΈ、৽ࢀʹۀࣄنೖ

（ʗҹݝསࢁ）

ㅡ�ଞۀछͱ࿈͍ޓ͓、͠ܞͷڧΈΛิ͢Δ৽

品Λ։ൃத� （ʗҹɾग़൛ݝຊ۽）

ै業һ�ਓʙ��ਓ

ㅡ٬ސ�ͱͷൢചళฮԽ� （౦ژʗҹ）

ㅡ�ΫラΠΞンτͷൢଅࢧԉΛ͑ߟʹڞΔ「」ͷ

ఏڙ （ʗҹݝٶ）

ㅡۀ�コンαϧςΟンάۀࣄͷ֦ॆ

（ਆಸݝʗҹ）

ㅡ�શͯͷΫラΠΞンτ、ྗڠձࣾͷ࠶ධՁΛ͍ߦ、

�ޮΞοϓۀ （౦ژʗҹɾثࢴ）

ㅡ�σδλϧΛ׆༻ͨࣗࣾ͠ϝσΟΞͰͷใൃ৴

（౦ژʗใॲཧ）

【ίϩナՒʹ͓͚Δ׆ಈτϐοΫεΤϐιードʹ

͍ͭͯ】

ै業һ���ਓҎ্

ㅡ�ΠンαΠドセーϧεઐ門ͷ部ୂΛฤ͠、8FC

ू٬ʹྗ� （౦ژʗग़൛ɾ#'）

ㅡ�4%(TڥҹͷҾ͖߹͍͕૿͍͑ͯΔ

（Ԭݝʗಛघҹ）

ै業һ���ਓʙ���ਓ

ㅡ�େۀاͷ͑߇͍ޏͰ、ब৬رऀ͕૿͑ͨ

（Ԭݝࢁʗҹ）

ㅡ�ҰͭҰͭͷडͷརӹߏΛݟ͢ྑ͍ػձʹ

ͳͬͨ� （Ԭݝࢁʗҹ）

ै業һ��ਓʙ���ਓ

ㅡ�৽ͨʹձࣾΛઃཱ͢Δ֓ؾͰ৽ۀࣄΛਪਐ͢Δ

ͱ௨ୡɻੵۃతʹۀͷ֦େ͕Ͱ͖ͨ

（Ѫݝʗग़൛ɾҹ）

ㅡط�ଘͷΈϧーϧ่͕ΕͨҰํ、৽ͨͳνϟ

ンε͕ͷલʹ （౦ژʗҹ）

ㅡ�コϩナՒ͔ͩΒͰ͖ΔࣾվֵʹΛ͚、ੜ

、ͱͰ͜͏ߦʹͱಇ͖ํվֵΛపఈత্ੑ࢈

ച্1�ˋΞοϓ、ݮˋ��ۀΛୡ

（ʗҹɾग़൛ݝٶ）

ㅡ�एखࣾһΛσδλϧʹ͍ڧձࣾʹग़ͤ͞、ษ

�Δ͍ͯͤ͞ڧ （ಙౡݝʗҹɾग़൛）

ㅡ�Ӧۀख๏、品࣭ɾੜ্ੑ࢈ͷݟ͠ͷྑ͍ػ

ձʹͳͬͨ� （'#ʗݝഅ܈）

ै業һ��ਓʙ��ਓ

ㅡ�ςϨϫーΫŊ ϑϨοΫεͷ੍උʹΑΓ、

༏लͳਓࡐΛ࠾༻Ͱ͖ͨ（۽ຊݝʗҹɾग़൛）

ㅡ�৽ͨͳऔΓΈ͕、͜Ε·Ͱͷഒͷεϐード

ͰਪਐͰ͖ͨײ （౦ژʗҹ）

ㅡ�৽انըۀࣄ部Λ্ཱͪ͛、ࣾһͨͪͷϞνϕ
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ーγϣン্͕ͨ͠� （౦ژʗಛघҹ）

ㅡࠓ�·Ͱग़ձ͏͜ͱͷͳ͔ͬͨۀछਓͱग़ձ͏

͜ͱ͕Ͱ͖ͨ （Ѫݝʗಛघҹ）

ै業һ�ਓʙ��ਓ

ㅡ�ଐਓԽ͍ͯ͠Δ作ۀΛݟ͢ػձʹͳΓ、มֵ

ͷλΠϛンάΛಘͨ� （ಙౡݝʗҹ）

ㅡ͕ؒ࣌�Ͱ͖ͨ͜ͱͰ、৽ۀࣄنల։ʹ͍ͭͯߟ

͑Δػձͱͳͬͨ� （৽ׁݝʗҹ）

ㅡ�ଞۀछͱͷؔΘΓ͕͕Δ͖͔͚ͬʹͳͬͨ

（ʗҹژ）

ㅡ�ҟۀछͱͷू·ΓͷதͰ、׆͏߹͠ྗڠʹ͍ޓ

ಈΛ࢝Ί͍ͯΔ� （ʗಛघҹژ）

プライムポリマー、バイオマスPPを日本で初めて商業生産・出荷
　三井化学㈱の子会社である㈱プライムポリマ
ーは、バイオマスポリプロピレンを日本で初め
て商業生産・出荷した。当該製品は、昨年12
月に三井化学大阪工場に到着したNESTE社の
バイオマスナフサを利用した誘導品であり、
ISCC（International Sustainability and Carbon 

Certifi cation）が展開するISCC PLUS認証に
基づいたマスバランス方式（物質収支方式）で、
各種プラスチック・化学品に割り当てバイオマ
ス認証を付与したバイオマスポリプロピレンと
なる。
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